

























































































































































































































































頭」実演（ 2018年 1月 15日）と、和
菓子作り体験（1月18日）を実施した。いずれも駿河屋からのご協力を得て実現
した企画である。実演では事前準備分に急遽追加した660個を完売し（店頭では
1個118円のところ、100円で販売）、体験にも24名の募集をはるかに上回る希望
者が応募した結果となった。体験においては、山本隆幸製造部長の指導の下、参
加者が真剣に取り組むようすが報道された 11。
　「和菓子離れ」が叫ばれて久しい。菓子メーカーによるインターネット調査に
おいても、実際に購入するのは洋菓子の方が多いとの回答が約6割という。購入
しにくい理由は10代では「価格が高い」「かしこまった感じがする」の順である
とされる 12。しかし実演で販売された、参勤交代の携行食ともいわれる伝統を持
つ本ノ字饅頭は1個約100円、洋菓子と比較して高値とはいえない。お饅頭1個
をわざわざお店に入って買うのは躊躇われるとしても、気軽かつ安価に購入する
機会さえあれば、学生は買い求めるのである。すべてが見た目・イメージで決ま
るわけではないし、アンケート調査と実態が必ずしも一致するわけではないこと
も検討する必要があるだろう。これらを受講生が実際に目で見て理解したことも
重要である。
◆ 28
③ -1　人との対話①　学生
　「物」との対話に続き、「人」との対
話を確認する。先述の関連イベント同
様、博物館では展示内容の理解を深め
る手段として、ギャラリートークや展
示案内が行われる。展示準備はグルー
プワークであり、受講生は各自役割を
分担しているが、ここでは来館者に対
して全体的な案内を行った。口頭による説明には内容の把握が不可欠である。さ
らには来館者との「対話」、コミュニケーションが必要であり、さまざまな要素
を必要とする場面となる。受講生には展示完了後一度案内をみせ、その後はすべ
て担当させていった。特に学芸員養成課程関連授業の受講生への展示案内（1月
22日実施）において寄せられたリアクションは、案内した実習受講生にとって
も大いに参考となるものであった 13。
③ -2　人との対話②　資料所蔵者
　現在、駿河屋の資料は、主に駿河屋と和歌山市立博物館とに所蔵されている。
最も展示準備にあたり時間を割いていただいたのが駿河屋河合氏であり、そのや
りとりから多くの示唆を得たことは言を俟たない。前述「粗供養」をはじめ、文
言の訂正や画像提供など微に入り細を穿つアドバイスをいただいたことは、受講
生にとっても内容を推敲することの重要性を理解するまたとない機会となった。
和歌山市立博物館からも同様に多くの助言を得ることができた。
③ -3　人との対話③　来館者
　③-1で展示案内について記したが、来館者は学生ばかりではない。本展示は
比較的多く報道に取りあげられたこともあり、問い合わせや反響も少なくなかっ
た。一例として「小梅日記を楽しむ会」との応答について記す。展示パネルのう
ち「先人たちと駿河屋」という項目で、川合小梅が記した『小梅日記』中の駿河
屋についての記述を掲載し、そこで駿河屋で製造された干菓子「小梅日記」の画
像提供について依頼した。快諾いただき、また関係者が来場され、学生が案内す
ることができた 14。
　それ以外にも、駿河屋は与謝野晶子と由縁があることが知られている。さかい
利晶の杜からも画像提供と指導をいただく機会を得た。
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④　その後の展開　駿河屋本社工場内覧会と南海電車によるイベント
　「博物館実習Ⅰ」における展示内容を改変し、またデザインもレイアウトも一
新して、本社工場における展示パネルが完成した。2018年5月、オープンに先駆
けた内覧会では、受講生が関係者にパネル内容を案内した 15。
　また10月14日、南海電鉄が主催したイベント「紀州の和菓子文化まるごと堪
能」において、本社工場見学などが組み込まれ、受講生による案内が行われた 16。
　このようにひとつの展示を通じて後日関連イベントが開催されるなど、波及効
果を確認することができたことも成果といえよう。
おわりに
　対話とは、「向かい合って話し合うこと。また、その話。」（『デジタル大辞
泉』）である。対話により発見されることや相乗効果を考えたとき、対象と「向
かい合う」ことは重要である。
　授業最終回に整理した課題としては、パネルの字が小さいこと、内容をコンパ
クトに集約すべきだったこと、関連イベントが目立ちすぎ展示への導線が不十分
だったことなどである。これらは受講生が経験して初めて理解できることであ
り、今後に活かすべきであろう。また「地域に住んでいる人それぞれの駿河屋に
対する思い出を聞くことができた」「学生よりも詳しく熟知している人にも説明
できるよう勉強しておけばよかった」といった声もあり、学芸員が勤務を通して
痛感する点を理解したことは極めて実践的であり、感慨深い。なお、学外の来館
者から誤字の指摘を受け、修正と謝罪を行ったことも記述しておきたい。加えて
来館者からメッセージを得たことは注を参照願いたい 17。
　現在の学芸員資格制度が抱える課題は既に各方面から指摘されている。主な点
は資格取得者に対する学芸員採用者の受け皿の少なさや、実施される授業内容と
実際の職務との乖離である。それらを是正する一途として博物館法の改正が実施
されたが、有効な解決策たり得ていないといった批判も多い。いずれも早期解決
は困難であるが、受講生が「人」と、また「物」と真摯に向き合い、自らの力で
学んだ経験は、たとえ学芸員にならなかったとしても、重要なものであるに違い
ない。
　今回の実習において総本家駿河屋には多大なご協力をいただいたことに深謝申
し上げるとともに、担当された河合氏が折に触れて知識・経験・駿河屋への揺る
ぎない思いを吐露してくださったことが、三年生、就職活動を控えていた受講生
にさまざまな示唆を与えたことを改めて記しておきたい。多くの感情を抱えなが
ら勤務する一社会人の背中をみること、これが何よりのキャリア教育といえるの
ではないだろうか。
◆ 30
　最後に、今回のテーマを改めて整理したい。金沢や仙台など、全国に御用菓子
司として藩と深いかかわりを持つ老舗は少なくない。中でもわざわざ藩主の転封
にあわせて召し連れられた駿河屋と紀州徳川家との由縁の根拠を、単に藩主が甘
党であったからとするのはあまりに浅慮であろう。本ノ字饅頭が携行食、非常時
の栄養補給食品すなわち軍用食のひとつであったことは、この謎を解く鍵ではな
いだろうか。いずれにせよ引き続き新たな資料の発掘を試みたい。
　今回の展示にあたって、関係者からのご尽力に対して改めてこの場を借りて御
礼申し上げます。
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